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６仙台市政だより　令和元年（2019年） ９月号

仙台市の人口（対前月増減数） 男：530,032人　女：560,002人　計1,090,034人（+703)　520,106世帯（+772）  8月１日現在

　
お
お
む
ね
５
年
以
内
に
株
式
上
場
を

目
指
す
地
元
の
中
小
企
業
8
社
を
「
仙

台
未
来
創
造
企
業
」
に
認
定
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
平
成
26
年
以
来
と
な
る

地
元
企
業
の
株
式
上
場
に
向
け
て
、
集

中
的
に
支
援
を
行
い
、
地
域
経
済
を
け

ん
引
す
る
企
業
の
創
出
を
目
指
す
も
の
。

認
定
を
受
け
る
と
、
市
や
専
門
家
に
よ

る
相
談
・
助
言
等
の
支
援
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
７
月
29
日
に
行
わ
れ
た
認
定
証
交
付

式
で
は
、
認
定
企
業
か
ら
「
株
式
上
場

は
通
過
点
。
上
場
後
も
さ
ら
に
躍
進
し
、

地
域
経
済
に
貢
献
し
た
い
」
な
ど
の
声

が
上
が
り
、
高
ま
る
意
気
込
み
に
会
場

は
熱
気
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
七
十
七
銀
行
、
東
北
大
学
、
東
京
証

券
取
引
所
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
地

域
を
挙
げ
て
認
定
企
業
の
挑
戦
を
サ
ポ

ー
ト
し
、
地
域
経
済
の
成
長
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

今
回
認
定
し
た
企
業

株
式
会
社
ゼ
ン
シ
ン
、
ト
ー
ワ
電
機
株

式
会
社
、
ト
ラ
イ
ポ
ッ
ド
ワ
ー
ク
ス
株

式
会
社
、
株
式
会
社
ビ
ッ
ク
・
マ
マ
、

ボ
ー
ル
ウ
ェ
ー
ブ
株
式
会
社
、
株
式
会

社
ｍ
マａ
ｎ

ナａ
ｂビ

ーｙ
、
株
式
会
社
ワ
イ
ヤ

ー
ド
ビ
ー
ン
ズ
、
株
式
会
社
ワ
ン
テ
ー

ブ
ル

市政
トピックス

株
式
上
場
を
応
援
―

「
仙
台
未
来
創
造
企
業
」

が
決
定

市政
トピックス

地
域
の
記
憶
を
つ
な
ぐ
―

「
震
災
遺
構
　
仙
台
市
荒
浜
地
区
住
宅

基
礎
」

▲破壊された住宅跡。見学用の通路が設置され、津波の
威力を間近で感じることができます。奥に見えるのは同
じく震災遺構の荒浜小学校

市政
トピックス

地
元
食
材
で
お
も
て
な

し
―
東
北
の
魅
力
発
信

拠
点
が
オ
ー
プ
ン

　
食
を
は
じ
め
と
し
た
東
北
の
魅
力
を

発
信
す
る
カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｒル

ｏ
ー

ト

ｕ
ｔ
ｅ　
２
２
７‘
ｓ　
Ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ
」

が
勾
当
台
公
園
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
名
前
の
由
来
は
、
東
北
６
県
の
自

治
体
数
で
あ
る
２
２
７
。
東
北
の
玄
関

口
で
あ
る
仙
台
か
ら
各
地
を
つ
な
ぐ
道

（
ル
ー
ト
）
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅

力
を
発
信
し
て
い
く
と
い
う
意
味
を
込

め
て
名
付
け
ま
し
た
。
店
内
で
は
、
東

北
各
地
の
食
材
を
活
用
し
た
料
理
を
提

供
し
、
テ
ラ
ス
席
で
は
定
禅
寺
通
の
ケ

ヤ
キ
並
木
を
楽
し
み
な
が
ら
食
事
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
８
月
３
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
東
北
の
生
産
者
が
農
産
物
等

の
直
接
販
売
を
行
う
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ

ー
ケ
ッ
ト
や
東
北
各
地
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

に
よ
る
ワ
イ
ン
販
売
、
こ
け
し
の
絵
付

け
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
々

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
東
北
に
関
連
し
た
イ
ベ
ン

ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
も
定
期
的
に

開
催
予
定
。
東
北
各
地
と
連
携
し
な
が

ら
、
東
北
全
体
の
交
流
人
口
の
拡
大
や

活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
前
、
約
８
０
０
世

帯
・
２
２
０
０
人
の
方
々
が
暮
ら
し
て

い
た
若
林
区
荒
浜
地
区
は
、
津
波
に
よ

り
多
く
の
方
が
犠
牲
と
な
り
、
家
屋
の

ほ
と
ん
ど
が
流
出
す
る
な
ど
の
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
震
災
の
記
憶
と
経
験
、
地

域
の
思
い
を
未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
た

め
、
津
波
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
荒
浜

地
区
の
住
宅
跡
を
「
震
災
遺
構　
仙
台

市
荒
浜
地
区
住
宅
基
礎
」
と
し
て
８
月

２
日
に
公
開
。
市
の
震
災
遺
構
は
、
平

成
29
年
４
月
に
公
開
し
た
「
震
災
遺
構

仙
台
市
立
荒
浜
小
学
校
」
に
続
き
２
件

目
と
な
り
ま
す
。

　
震
災
遺
構
で
は
、
津
波
に
よ
り
破
壊

さ
れ
た
住
宅
跡
や
、
む
き
出
し
に
な
っ

た
配
管
、
浸
食
さ
れ
た
地
形
な
ど
を
、

あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
公
開
。
ま
た
、
被

災
後
の
状
況
な
ど
を
伝
え
る
写
真
や
、

人
々
の
証
言
を
掲
載
し
た
説
明
看
板
を

設
置
し
、
津
波
の
脅
威
に
加
え
て
、
荒

浜
の
歴
史
や
、
震
災
前
の
人
々
の
生
活

の
様
子
も
、
よ
り
深
く
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
開
記
念
式
典
に
は
、
市
の
関
係
者

の
ほ
か
、
当
時
荒
浜
地
区
に
お
住
ま
い

で
あ
っ
た
方
々
も
出
席
。
震
災
遺
構
と

な
っ
た
自
宅
跡
を
見
つ
め
な
が
ら
、
か

つ
て
の
懐
か
し
い
思
い
出
を
語
り
、
地

域
の
記
憶
が
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

▲ずんだやいぶりがっこ等、東北の
特産物を用いた、ご当地コッペパン
のテイクアウトもできます（営業時
間11:00～23:00）


